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【目的】

うつという精神疾患は現代人にとってもは

や切っても切れない関係までなってしまってい

る。特に、近年では社会人がうつによる自殺な

どがニュースなどといった報道機関で大々的に

出てくるようになった。そのため、今日の日本

ではうつに関してのケアなどといった教育機関

である学校や、会社などにもカウンセラーなど

が置かれるような事態となっている。しかし、

今では社会人だけではなく、学生でもうつとい

うものに密接にかかわり始めている。特に、大

学に入学することにより、高校生活とは大きく

ライフスタイルが変化することになる。自己を

確立、向上させていくという目的を持つことに

なる大学生において、心身ともに健康な生活を

送ることは重要である。しかし、近年大学生に

おいても、「うつ」になる大学生が増えてきてい

る。その要因には就活難やサークル活動やバイ

トでの人間関係がうつ傾向に関連していると考

える。これらを調査することにより、大学生の

「うつ」という問題に対しての重要なアプロー

チとなり得るであろう。さらに、森本らが推奨

する健康生活習慣を実践することが自覚的健康

感を高める要因となり、自覚的健康感は心身の

自覚症状や生活全般に対する満足感などの様々

な要因と広範に関連していることが示唆された。

【方法】

ＣＥＳ－Ｄｓｃａｌｅは米国国立精神衛生研究所の疫学

研究センターが作成したうつ病の疫学研究用の

自己評価尺度であり、２０項目で構成されている。

「～１日」を０得点として、「５日～」を３得点と

した。なお、質問項目の４．８．１２．１６は逆転

項目となっている。

健康生活習慣実践指標は日常の健康生活習慣

の実践状況の８項目、心身の自覚症状の２０項

目、普段の生活に対する満足度に関する１０項

目の計３８項目である。身体的自覚症状の各質

問項目おける１週間あたりの発生頻度について、

「～１日」、「１～２日」、「３～４日」、「５日～」

の４段階評定法を設定し、「1～２日」、「3~４

日」、「５日～」を該当ありとした。普段の満足

感に関する各質問項目について、｢非常に満足｣、

「満足」、「普通」、「不満足」、「非常に不

満足」の５段階評定法を設定し、「非常に満足」、

「満足」の２つを該当ありとした。

【結果と考察】

うつ状態の分布を性別に示し表を作成（表１)。

性別による統計的な差は見られなかった。次に

健康生活習慣との関連を見ると、「うつ傾向あ

り群」には相関が見られたが、「うつ傾向なし

群」には見られなかった。身体的自覚症状との

関連であるが、「うつ傾向あり群」「うつ傾向

なし群」ともに**p<､０１の強い相関が見られた。

また、＊p<､０５の弱い相関ではあるが、睡眠に関

連する項目間に見られた。生活全般の満足感と

の関連についてであるが、「うつ傾向あり群」

の満足感が低く、「うつ傾向なし群」と比較す

ると顕著であった。
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うつ傾向が見られる学生の特徴として健康生

活習慣が悪く、大学生活を含む生活全般の満足

感も深く関連しているということが示唆された。

そのため、これまでで明らかになったうつ傾向

の関連要因について、今回の各項目よりも詳細

な項目を使用、または各学生の生活行動パター

ンといったものを詳細にすることを視野に入れ

ていく必要があると言える。
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